Vicissitudes of "Heiankyo" in the Heian Period (The Historical Studies of Kyoto:  The transformation of the Kyoto outskirts) by 牧, 伸行
は
じ
め
に
延
暦
一
二
年
（
七
九
三
）
正
月
一
五
日
、
桓
武
天
皇
は
大
納
言
藤
原
小
黒
麻
呂
・
左
大
弁
紀
古
佐
美
ら
を
山
背
国
葛
野
郡
宇
太
へ
と
派
遣
し
て
い
る
（
1
）。
こ
れ
は
遷
都
の
た
め
で
あ
り
、
平
城
京
よ
り
長
岡
京
へ
と
遷
都
し
た
の
が
延
暦
三
年
（
七
八
四
（
2
））
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
僅
か
一
〇
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、新
京
へ
の
遷
都
は
順
調
に
行
わ
れ
、
翌
延
暦
一
三
年
（
七
九
四
）
一
〇
月
二
八
日
に
は
「
遷
都
詔
曰
。〈
云
々
〉。
葛
野
〈
乃
〉
大
宮
地
者
、
山
川
〈
毛
〉
麗
〈
久
〉
四
方
国
〈
乃
〉
百
姓
〈
毛
〉
参
出
来
事
〈
毛
〉
便
〈
之
氐
〉〈
云
々
〉」
と
い
う
遷
都
の
詔
が
出
さ
れ
（
3
）、
更
に
翌
月
の
一
一
月
八
日
に
は
「
山
背
」
の
国
名
表
記
が
新
た
に
「
山
城
」
と
改
め
ら
れ
、
新
京
の
名
も
「
平
安
京
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
4
）。
こ
の
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
新
た
に
造
ら
れ
た
都
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
式
』
巻
四
十
二
左
右
京
職
式
京
程
条
に
規
模
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、「
南
北
一
千
七
百
五
十
三
丈
」「
東
西
一
千
五
百
八
丈
」
と
い
う
規
模
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
京
内
は
碁
盤
の
目
状
に
縦
横
に
大
路
・
小
路
で
区
画
さ
れ
て
お
り
、
中
央
を
「
廣
廿
八
丈
」
の
朱
雀
大
路
が
南
北
に
走
り
、
朱
雀
大
路
の
東
半
分
が
左
京
、
西
半
分
が
右
京
で
あ
っ
た
。
朱
雀
大
路
に
沿
っ
て
は
、
七
条
通
と
七
条
坊
門
の
間
に
東
西
の
鴻
臚
館
が
設
け
ら
れ
て
外
国
使
節
の
迎
接
が
行
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
羅
城
門
を
挟
ん
で
東
西
に
東
寺
と
西
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
西
の
堀
川
に
接
し
て
東
市
と
西
市
が
置
か
れ
る
な
ど
、
例
外
的
な
施
設
は
存
在
す
る
が
平
面
的
に
は
左
右
対
称
に
都
市
設
計
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
左
右
対
称
に
造
営
さ
れ
た
平
安
京
で
は
あ
る
が
、
右
京
と
左
京
で
は
そ
の
後
の
発
展
に
つ
い
て
は
大
き
な
差
が
生
じ
て
、
左
京
が
隆
盛
を
極
め
る
の
に
対
し
て
右
京
は
衰
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、中
世
以
降
に
な
る
と
同
じ
平
安
京
内
に
位
置
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
洛
中
と
洛
外
と
い
う
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
右
京
が
衰
退
し
て
い
く
要
因
が
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
平
安
京
の
変
質
牧　
　
　
　
　
伸　
　
行
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
六
一　
「
池
亭
記
」
に
み
え
る
右
京
の
衰
退
平
安
京
の
左
右
両
京
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
左
京
に
比
べ
て
右
京
の
衰
退
が
早
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
慶
滋
保
胤
の
「
池
亭
記
」
に
よ
る
記
述
が
有
名
で
あ
る
。
慶
滋
保
胤
は
平
安
時
代
中
期
の
文
人
貴
族
と
し
て
有
名
な
人
物
で
あ
る
。
賀
茂
氏
出
身
で
あ
り
、
父
は
陰
陽
家
と
し
て
有
名
な
賀
茂
忠
行
で
あ
る
が
、
家
業
で
あ
る
陰
陽
道
を
継
ぐ
こ
と
な
く
、
文
章
生
と
し
て
大
学
寮
に
学
び
、菅
原
文
時
に
師
事
し
て
官
人
と
し
て
出
身
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
仏
教
に
つ
い
て
も
造
詣
が
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、康
保
元
年
（
九
六
四
）
に
創
始
さ
れ
た
勧
学
会
で
は
そ
の
中
心
人
物
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
に
は
出
家
し
法
名
を
心
覚
、
さ
ら
に
寂
心
と
名
乗
っ
た
。
浄
土
信
仰
に
傾
倒
し
て
お
り
、
著
作
に
は
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
な
ど
が
あ
る
。
さ
て
、「
池
亭
記
」
は
こ
の
慶
滋
保
胤
が
天
元
五
年
（
九
八
二
）
一
〇
月
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
自
ら
の
邸
宅
と
平
安
京
に
関
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
文
学
作
品
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
全
体
を
六
段
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
段
ご
と
に
原
文
と
読
み
下
し
を
以
下
に
記
し
（
5
）、
簡
単
に
解
説
を
加
え
た
い
（
6
）。
〈
第
一
段
〉
予
二
十
余
年
以
来
、
歴
二
見
東
西
二
京
一
、
西
京
人
家
漸
稀
、
殆
幾
二
幽
墟
一
矣
。
人
者
有
レ
去
無
レ
来
、
屋
者
有
レ
壊
無
レ
造
。
其
無
レ
処
二
移
徙
一
、
無
レ
憚
二
賤
貧
一
者
是
居
。
或
楽
二
幽
隠
亡
命
一
、
当
二
入
レ
山
帰
一
レ
田
者
不
レ
去
。
若
下
自
蓄
二
財
貨
一
、
有
上
レ
心
二
奔
営
一
者
、
雖
二
一
日
一
不
レ
得
レ
住
之
。
往
年
有
二
一
東
閣
一
。
華
堂
朱
戸
、
竹
樹
泉
石
、
誠
是
象
外
之
勝
地
也
。
主
人
有
レ
事
左
転
、
屋
舎
有
レ
火
自
焼
。
其
門
客
之
居
二
近
地
一
者
数
十
家
、
相
率
而
去
。
其
後
主
人
雖
レ
帰
、
而
不
二
重
修
一
。
子
孫
雖
レ
多
、
而
不
二
永
住
一
。
荊
棘
鎖
レ
門
、
狐
狸
安
レ
穴
。
夫
如
レ
此
者
、
天
之
亡
二
西
京
一
、
非
二
人
之
罪
一
明
也
。
予われ
二
十
余
年
以この
来かた
、
東とう
西せい
二じ
京けい
を
歴れき
見けん
す
る
に
、
西せい
京けい
は
人
家
漸
や
う
や
く
稀まれ
に
し
て
、
殆
ほ
と
ほ
と
幽いう
墟きょ
に
幾ちか
し
。
人
は
去
る
こ
と
有
り
て
来きた
る
こ
と
な
し
、
屋いへ
は
壊やぶ
る
る
こ
と
有
り
て
造つく
る
こ
と
な
し
。
そ
の
移い
徙し
す
る
に
処ところな
く
、
賤せん
貧ひん
を
憚はばかる
こ
と
な
き
者ひと
は
こ
れ
居を
り
。
あ
る
い
は
幽いう
隠いん
亡ばう
命めい
を
楽
し
み
、
ま
さ
に
山
に
入
り
田
に
帰
る
べ
き
者
は
去
ら
ず
。
自みづから
財ざい
貨くわ
を
蓄たくはへ
、
奔ほん
営えい
に
心
有
る
が
若ごと
き
者
は
、
一いち
日じつ
と
い
へ
ど
も
住
む
こ
と
を
得
ず
。
往わう
年ねん
一
つ
の
東とう
閣かく
有
り
。
華くわ
堂たう
朱しゅ
戸こ
、
竹ちく
樹しゅ
泉せん
石せき
、
誠
に
こ
れ
象
し
ゃ
う
外ぐわ
いの
勝
し
ょ
う
地ち
な
り
。
主
人
事こと
有
り
て
左さ
転てん
せ
ら
れ
、
屋をく
舎しゃ
火
有
り
て
自おの
づ
か
ら
焼
け
ぬ
。
そ
の
門もん
客かく
の
近きん
地ち
に
居
る
者
数す
十しふ
家か
、
相あひ
率ひき
ゐ
て
去
り
ぬ
。
そ
の
後のち
主
人
帰
る
と
い
へ
ど
も
、重
ね
て
修つくろは
ず
。
子
孫
多
し
と
い
へ
ど
も
、
平
安
京
の
変
質　
　
牧　
　
伸
行 
七
永
く
住す
ま
は
ず
。
荊けい
棘きょく
門もん
を
鎖とざ
し
、狐こ
狸り
穴
に
安やす
ん
ず
。
そ
れ
か
く
の
如
き
は
、
天
の
西せい
京けい
を
亡
ぼ
す
な
り
、
人
の
罪
に
非あら
ざ
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
〈
第
二
段
〉
東
京
四
条
以
北
、
乾
艮
二
方
、
人
人
無
二
貴
賤
一
、
多
所
二
群
聚
一
也
。
高
家
比
レ
門
連
レ
堂
、
小
屋
隔
レ
壁
接
レ
簷
。
東
隣
有
二
火
災
一
、
西
隣
不
レ
免
二
余
炎
一
、
南
宅
有
二
盗
賊
一
、
北
宅
難
レ
避
二
流
矢
一
。
南
阮
貧
、
北
阮
富
、
富
者
未
二
必
有
一
レ
徳
、
貧
者
亦
猶
有
レ
恥
。
又
近
二
勢
家
一
容
二
微
身
一
者
、
屋
雖
レ
破
不
レ
得
レ
葺
、
垣
雖
レ
壊
不
レ
得
レ
築
。
有
レ
楽
不
レ
能
二
大
開
レ
口
而
咲
一
、有
レ
哀
不
レ
能
二
高
揚
レ
声
而
哭
一
。
進
退
有
レ
懼
、
心
神
不
レ
安
。
譬
猶
三
鳥
雀
之
近
二
鷹
一
矣
。
何
況
転
広
二
門
戸
一
、初
置
二
第
宅
一
。
小
屋
相
、小
人
相
訴
者
多
矣
。
宛
如
下
子
孫
去
二
父
母
之
国
一
、
仙
官
謫
中
人
世
之
塵
上
。
其
尤
甚
者
、
或
至
下
以
二
狭
土
一
滅
中
一
家
愚
民
上
。
或
卜
二
東
河
之
畔
一
、
若
遇
二
大
水
一
、
与
二
魚
鼈
一
為
レ
伍
、
或
住
二
北
野
之
中
一
、
若
有
二
苦
旱
一
、
雖
二
渇
乏
一
無
レ
水
。
彼
両
京
之
中
、
無
二
空
閑
之
地
一
歟
。
何
其
人
心
之
強
甚
乎
。
東とう
京けい
の
四し
条でう
以より
北きた
、
乾
い
ぬ
ゐ
艮うしと
らの
二じ
方はう
は
、
人
人
貴き
賤せん
と
な
く
、
多
く
群くん
聚しゅ
うす
る
所
な
り
。
高かう
家か
は
門もん
を
比なら
べ
堂
を
連つら
ね
、
小せう
屋をく
は
壁
を
隔へだ
て
簷のき
を
接まじ
ふ
。
東とう
隣りん
に
火
災
有
れ
ば
、西せい
隣りん
は
余よ
炎えん
を
免まぬかれ
ず
、
南
宅
に
盗たう
賊ぞく
有
れ
ば
、
北
宅
は
流
な
が
れ
矢や
を
避さ
り
難がた
し
。
南なん
阮げん
は
貧
し
く
、
北
阮
は
富
め
り
、
富
め
る
者
は
い
ま
だ
必
ず
し
も
徳とく
有
ら
ず
、
貧
し
き
者
は
ま
た
な
ほ
恥はぢ
有
り
。
ま
た
勢せい
家か
に
近
く
し
て
微び
身しん
を
容い
る
る
者
は
、
屋いへ
破やぶ
れ
た
り
と
い
へ
ど
も
葺ふ
く
こ
と
を
得
ず
、
垣かき
壊やぶ
れ
た
り
と
い
へ
ど
も
築つ
く
こ
と
を
得
ず
。
楽たの
し
み
有
れ
ど
も
大
き
に
口
を
開ひら
き
て
咲わら
ふ
こ
と
能あた
は
ず
、
哀かな
し
み
有
れ
ど
も
高
く
声
を
揚あ
げ
て
哭な
く
こ
と
能
は
ず
。
進しん
退たい
懼おそれ
有
り
、
心しん
神しん
安
か
ら
ず
。
譬たと
へ
ば
な
ほ
鳥てう
雀じゃ
くの
鷹よう
せ
ん
に
近
づ
く
が
ご
と
し
。
何
ぞ
い
は
ん
や
転うた
た
門
戸
を
広
く
し
て
初
め
て
第てい
宅たく
を
置
く
を
や
。
小せう
屋をく
相あひ
あ
は
せ
、
小せう
人じん
相あひ
訴うっ
たふ
る
者
多
し
。
宛あたかも
子
孫
の
父
母
の
国
を
去
り
、仙せん
官
く
わ
ん
の
人じん
世せい
の
塵ちり
に
謫たく
せ
ら
る
る
が
如
し
。
そ
の
尤もと
も
甚はなはだ
し
き
は
、
あ
る
い
は
狭
き
土と
を
以
て
一
家
の
愚ぐ
民みん
を
滅ほろ
ぼ
す
に
至
る
。
あ
る
い
は
東とう
河か
の
畔ほとりに
卜ぼく
し
て
、
若も
し
大
水
に
遇あ
へ
ば
、
魚ぎょ
鼈へつ
と
伍
と
も
が
らた
り
、
あ
る
い
は
北ほく
野や
の
中
に
住ぢゅうし
て
、
若
し
苦こ
旱かん
有
れ
ば
、
渇かつ
乏はふ
す
と
い
へ
ど
も
水
な
し
。
か
の
両
り
ゃ
う
京けい
の
中
、
空くう
閑かん
の
地
な
き
か
。
何
ぞ
そ
の
人
心
の
強おぞ
き
こ
と
甚
だ
し
き
や
。
〈
第
三
段
〉
且
夫
河
辺
野
外
、
非
二
啻
比
レ
屋
比
一
レ
戸
、
兼
復
為
レ
田
為
レ
畠
。
老
圃
永
得
レ
地
以
開
レ
畝
、
老
農
便
堰
レ
河
以
漑
レ
田
。
比
年
有
レ
水
、
流
溢
隄
絶
。
防
河
之
官
、
昨
日
称
二
其
功
一
、
今
日
任
二
其
破
一
。
洛
陽
城
人
、
殆
可
レ
為
レ
魚
歟
。
竊
見
二
格
文
一
、
鴨
河
西
、
唯
免
レ
耕
二
崇
親
院
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
八
田
一
、
自
余
皆
悉
禁
断
。
以
レ
有
二
水
害
一
也
。
加
以
東
河
北
野
、
四
郊
之
二
也
。
天
子
迎
レ
時
之
場
、
遊
幸
之
地
也
。
有
レ
人
縦
欲
レ
耕
、
有
司
何
不
レ
禁
不
レ
制
乎
。
若
謂
二
庶
人
之
遊
戯
一
者
、
夏
天
納
涼
之
客
、
已
無
下
漁
二
小
鮎
一
之
涯
上
、
秋
風
遊
猟
之
士
、
又
無
下
臂
二
小
鷹
一
之
野
上
。
夫
京
外
時
争
住
、
京
内
日
陵
遅
。
彼
坊
城
南
面
、
荒
蕪
眇
〃
、
秀
麦
離
〃
。
去
二
膏
腴
一
就
二
埆
一
、
是
天
之
令
レ
然
歟
、
将
人
之
自
狂
歟
。ま
た
そ
れ
河
辺
野
外
、
た
た
屋いへ
を
比なら
べ
戸と
を
比
べ
た
る
の
み
に
非
ず
、
兼か
ね
て
ま
た
田
と
為な
し
畠はた
と
為
す
。
老らう
圃ほ
は
永
く
地
を
得
て
以
て
畝うね
を
開
き
、
老
農
は
便すなはち
河
を
堰せ
き
て
以
て
田
に
漑まか
す
。
比ひ
年ねん
水
有
り
、
流
な
が
れ
溢あふ
れ
て
隄
つ
つ
み
絶
え
ぬ
。
防はう
河か
の
官くわん、
昨
日
そ
の
功こう
を
称
さ
れ
、
今
日
は
そ
の
破やぶれに
任まか
す
。
洛らく
陽やう
城じゃ
うの
人
、
殆
ほ
と
ほ
と
魚うを
と
為
る
べ
き
か
。
竊ひそ
か
に
格
き
ゃ
く
文ぶん
を
見
る
に
、
鴨かも
河がは
の
西
は
、
た
だ
崇すう
親しん
院ゐん
の
田
を
耕たがへす
こ
と
の
み
を
免ゆる
し
、自し
余よ
は
皆
悉ことご
とく
禁きん
断だん
す
。
水
害
有
る
を
以
て
な
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
東とう
河か
北ほく
野や
は
四し
郊かう
の
二
つ
な
り
。
天
子
の
時
を
迎
へ
た
ま
ふ
場には
、
遊いう
幸かう
の
地
な
り
。
人
有
り
て
縦たと
ひ
居を
ら
ん
と
欲ねが
ひ
耕
さ
ん
と
欲
ふ
と
も
、
有いう
司し
何
ぞ
禁
ぜ
ず
制
せ
ざ
ら
ん
や
。
若も
し
庶しょ
人じん
の
遊いう
戯ぎ
を
謂い
は
ば
、
夏
天
納なふ
涼りゃ
うの
客かく
、
已すで
に
小こ
鮎あゆ
を
漁すなどる
涯きし
な
く
、
秋
風
遊いう
猟れふ
の
士し
、
ま
た
小こ
鷹たか
を
臂ひぢ
に
す
る
野の
な
し
。
そ
れ
京けい
外ぐわ
いは
時
よ
り
よ
りに
争
ひ
住
み
、
京
内
は
日ひび
に
陵りょ
う
遅ち
す
。
か
の
坊ばう
城じゃ
うの
南なん
面めん
は
、
荒
く
わ
う
蕪ぶ
眇べう
〃べう
と
し
て
、
秀しう
麦ばく
離り
〃り
た
り
。
膏かう
腴ゆ
を
去
り
て
か
う
埆かく
に
就つ
く
、こ
れ
天
の
然しか
ら
し
む
る
か
、
は
た
人
の
自みづから
狂
へ
る
か
。
〈
第
四
段
〉
予
本
無
二
居
処
一
、
寄
二
居
上
東
門
之
人
家
一
。
常
思
二
損
益
一
、
不
レ
要
二
永
住
一
。
縦
求
不
レ
可
レ
得
之
。
其
価
直
二
三
畝
千
万
銭
乎
。
予
六
条
以
北
、
初
卜
二
荒
地
一
、
築
二
四
垣
一
開
二
一
門
一
。
上
択
二
蕭
相
国
窮
僻
之
地
一
、下
慕
二
仲
長
統
清
曠
之
居
一
。
地
方
都
廬
十
有
余
畝
。
就
レ
隆
為
二
小
山
一
、
遇
レ
窪
穿
二
小
池
一
。
池
西
置
二
小
堂
一
安
二
弥
陀
一
。
池
東
開
二
小
閣
一
納
二
書
籍
一
。
池
北
起
二
低
屋
一
着
二
妻
子
一
。
凡
屋
舎
十
之
四
、
池
水
九
之
三
、
菜
園
八
之
二
、
芹
田
七
之
一
。
其
外
緑
松
島
、
白
沙
汀
、
紅
鯉
白
鷺
、
小
橋
小
船
、
平
生
所
レ
好
、
尽
在
二
於
中
一
。
況
乎
春
有
二
東
岸
之
柳
一
、
細
煙
嫋
娜
。
夏
有
二
北
戸
之
竹
一
、
清
風
颯
然
。
秋
有
二
西
窓
之
月
一
、
可
二
以
披
一
レ
書
。
冬
有
二
南
簷
之
日
一
、
可
二
以
炙
一
レ
背
。
予われ
本もと
よ
り
居きょ
処しょ
な
く
、
上
じ
ゃ
う
東とう
門もん
の
人
家
に
寄き
居きょ
す
。
常
に
損そん
益えき
を
思
ひ
、
永
住
を
要もと
め
ず
。
縦たと
ひ
求
む
と
も
得う
べ
か
ら
ず
。
そ
の
価か
直ち
二じ
三さん
畝ぼう
千せん
万ばん
銭せん
な
ら
ん
か
。
予われ
六ろく
条でう
以より
北きた
に
初
め
て
荒
く
わ
う
地ち
を
卜ぼく
し
、四
つ
の
垣
を
築つ
き
て
一
つ
の
門
を
開
く
。
上かみ
は
蕭せう
相しゃう
国こく
の
窮
き
ゅ
う
僻へき
の
地
を
択えら
び
、下しも
は
仲ちう
長ちゃう
統とう
の
清せい
曠くわ
うの
居きょ
を
慕した
ふ
。
地
方
都すべ
て廬
十しふ
有いう
余よ
畝ぼう
。
隆たか
に
就つ
き
て
は
小せう
山さん
を
為つく
り
、
窪くぼ
に
遇あ
ひ
て
は
小せう
池ち
平
安
京
の
変
質　
　
牧　
　
伸
行 
九
を
穿ほ
る
。
池
の
西
に
小せう
堂たう
を
置
き
て
弥み
陀だ
を
安あん
す
。
池
の
東
に
小せう
閣かく
を
開
き
て
書
籍
を
納をさ
む
。
池
の
北
に
低てい
屋をく
を
起た
て
て
妻
子
を
着つ
け
り
。
凡およ
そ
屋をく
舎しゃ
は
十
の
四
、
池
水
は
九
の
三
、
菜
園
は
八
の
二
、
芹きん
田てん
は
七
の
一
な
り
。
そ
の
外
緑りょく
松しょ
うの
島
、
白はく
沙さ
の
汀みぎは、
紅こう
鯉り
白はく
鷺ろ
、
小
橋
小
船
、
平へい
生せい
好
む
所
、
尽
こ
と
ご
とく
中
に
在
り
。
い
は
ん
や
春
は
東
岸
の
柳
有
り
、
細
煙
嫋でう
娜だ
た
り
。
夏
は
北
戸
の
竹
有
り
、
清
風
颯さつ
然ぜん
た
り
。
秋
は
西
窓
の
月
有
り
、
以
て
書
を
披ひら
く
べ
し
。
冬
は
南なん
簷えん
の
日
有
り
、
以
て
背せなかを
炙あぶ
る
べ
し
。
〈
第
五
段
〉
予
行
年
漸
垂
二
五
旬
一
、
適
有
二
小
宅
一
。
蝸
安
二
其
舎
一
、
虱
楽
二
其
縫
一
。
鷃
住
二
小
枝
一
、
不
レ
望
二
鄧
林
之
大
一
、
蛙
在
二
曲
井
一
、
不
レ
知
二
滄
海
之
寛
一
。
家
主
、
職
雖
レ
在
二
柱
下
一
、
心
如
レ
住
二
山
中
一
。
官
爵
者
任
二
運
命
一
、
天
之
工
均
矣
。
寿
夭
者
付
二
乾
坤
一
、
丘
之
禱
久
焉
。
不
レ
楽
三
人
之
為
二
風
鵬
一
、
不
レ
楽
三
人
之
為
二
霧
豹
一
、
不
レ
要
三
屈
レ
膝
折
レ
腰
、
而
求
二
媚
於
王
侯
将
相
一
、
又
不
レ
要
三
避
レ
言
避
レ
色
、
而
刊
二
蹤
於
深
山
幽
谷
一
。
在
レ
朝
身
暫
随
二
王
事
一
、
在
レ
家
心
永
帰
二
仏
那
一
。
予
出
有
二
青
草
之
袍
一
、
位
雖
レ
卑
職
尚
貴
、
入
有
二
白
紵
之
被
一
、
暄
二
於
春
一
潔
二
於
雪
一
。
盥
漱
之
初
、
参
二
西
堂
一
、
念
二
弥
陀
一
、
読
二
法
華
一
。
飯
之
後
、
入
二
東
閣
一
、
開
二
書
巻
一
、
逢
二
古
賢
一
。
夫
漢
文
皇
帝
為
二
累
代
之
主
一
、
以
下
好
二
倹
約
一
安
中
人
民
上
也
。
唐
白
楽
天
為
二
異
代
之
師
一
、
以
下
長
二
詩
句
一
帰
中
仏
法
上
也
。
晋
朝
七
賢
為
二
異
代
之
友
一
、
以
二
身
在
レ
朝
志
在
一
レ
隠
也
。
予
遇
二
賢
主
一
、
遇
二
賢
師
一
、
遇
二
賢
友
一
。
一
日
有
二
三
遇
一
、一
生
為
二
三
楽
一
。
近
代
人
世
之
事
、
無
二
一
可
一
レ
恋
。
人
之
為
レ
師
者
、
先
レ
貴
先
レ
富
、
不
二
以
レ
文
次
一
。
不
レ
如
レ
無
レ
師
。
人
之
為
レ
友
者
、
先
レ
勢
以
レ
利
、
不
二
以
レ
淡
交
一
。
不
レ
如
レ
無
レ
友
。
予
杜
レ
門
閉
レ
戸
、
独
吟
独
詠
。
若
有
二
余
興
一
者
、
与
二
児
童
一
乗
二
小
船
一
、
叩
レ
舷
鼓
レ
棹
。
若
有
二
余
假
一
者
、
呼
二
僮
僕
一
入
二
後
園
一
、
以
糞
以
灌
。
我
愛
二
吾
宅
一
、
不
レ
知
二
其
他
一
。
予われ
行かう
年ねん
漸やう
やく
五ご
旬しゅ
んに
垂
な
ん
な
んと
し
て
、
適
た
ま
た
ま
小
宅
有
り
。
蝸
か
た
つ
ぶ
りは
そ
の
舎いへ
に
安
ん
じ
、
虱しらみは
そ
の
縫ぬひめに
楽
し
む
。
鷃
か
や
ぐ
さは
小
枝
に
住
み
て
、
鄧とう
林りん
の
大
き
な
る
を
望
ま
ず
、
蛙かへるは
曲
き
ょ
く
井せい
に
在
り
て
、
滄さう
海かい
の
寛ひろ
き
こ
と
を
知
ら
ず
。
家いへ
主ぬし
、
職
は
柱
ち
ゅ
う
下か
に
在
り
と
い
へ
ど
も
、
心
は
山
中
に
住
む
が
如
し
。
官
く
わ
ん
爵しゃ
くは
運
命
に
任まか
す
、
天
の
工
た
く
み
均ひと
し
。
寿しう
夭えう
は
乾けん
坤こん
に
付
く
、
丘きう
の
禱いの
る
こ
と
久
し
。
人
の
風ふう
鵬ほう
た
る
を
楽ねが
は
ず
、
人
の
霧む
豹へう
た
る
を
楽
は
ず
、
膝ひざ
を
屈くつ
し
腰
を
折
り
て
、
媚こび
を
王わう
侯こう
将しゃう
相しゃ
うに
求
め
ん
こ
と
を
要ねが
は
ず
、ま
た
言
を
避さ
り
色
を
避
り
て
、
蹤あと
を
深しん
山ざん
幽いう
谷こく
に
刊きざ
ま
ん
こ
と
を
要ねが
は
ず
。
朝てう
に
在
り
て
は
身
暫しば
らく
王わう
事し
に
随したがひ
、
家
に
在
り
て
は
心
永
く
仏ぶつ
那だ
に
帰よ
す
。
予われ
出
で
て
は
青せい
草さう
の
袍はう
有
り
、位
く
ら
ゐ
卑ひく
し
と
い
へ
ど
も
職しょくな
ほ
貴たふとし
、
入い
り
て
は
白はく
紵ちょ
の
被
ふ
す
ま
有
り
、
春
よ
り
も
暄
あ
た
た
かく
雪
よ
り
も
潔きよ
し
。
盥
く
わ
ん
漱そう
の
初
、
西せい
堂たう
に
参まゐ
り
、
弥み
陀だ
を
念
じ
、
法ほっ
華け
を
読
む
。
飯はん
さ
ん
の
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
一
〇
後のち
、
東とう
閣かく
に
入
り
、
書しょ
巻けん
を
開
き
、
古こ
賢けん
に
逢あ
ふ
。
そ
れ
漢かん
の
文ぶん
皇くわ
う
帝てい
は
累い
代たい
の
主しゅ
た
り
、倹けん
約やく
を
好
み
て
人
民
を
安やす
ん
ず
る
を
以もっ
て
な
り
。
唐
の
白はく
楽らく
天てん
は
異
代
の
師し
た
り
、
詩し
句く
に
長
じ
て
仏ぶつ
法ほふ
に
帰き
す
る
を
以
て
な
り
。
晋しん
朝てう
の
七しち
賢けん
は
異
代
の
友
た
り
、
身
は
朝てう
に
在
り
て
志
こ
こ
ろ
ざ
しは
隠いん
に
在
る
を
以
て
な
り
。
予われ
賢けん
主しゅ
に
遇あ
ひ
、賢
師
に
遇
ひ
、
賢
友
に
遇
ふ
。
一
日
に
三さん
遇ぐ
有
り
、
一
生
三さん
楽らく
を
為
す
。
近
代
人ひと
の
世
の
事
、
一
つ
と
し
て
恋
ふ
べ
き
こ
と
な
し
。
人
の
師
た
る
は
、
貴
き
を
先
に
し
富
め
る
を
先
に
し
て
、
文
を
以
て
次つい
でと
せ
ず
。
師
な
き
に
如し
か
ず
。
人
の
友
た
る
は
、
勢せい
を
以
て
し
利り
を
以
て
し
、
淡たん
を
以
て
交まじはら
ず
。
友
な
き
に
如
か
ず
。
予われ
門
を
杜とざ
し
戸と
を
閉と
ぢ
て
、
独ひと
り
吟ぎん
じ
独ひと
り
詠えい
ず
。
若も
し
余よ
興きょう
有
れ
ば
、
児
童
と
小
船
に
乗
り
、舷
ふ
な
ば
たを
叩たた
き
棹さを
を
鼓うごかす
。
若も
し
余よ
假か
有
れ
ば
、
僮とう
僕ぼく
を
呼
び
て
後こう
園ゑん
に
入
り
、
以あるいは
糞こえ
し
以あるいは
灌そそ
く
。
我われ
吾わ
が
宅いへ
を
愛
し
、
そ
の
他ほか
を
知
ら
ず
。
〈
第
六
段
〉
応
和
以
来
、
世
人
好
起
二
豊
屋
峻
宇
一
、
殆
至
二
山
レ
節
藻
一
レ
梲
。
其
費
且
二
巨
千
万
一
、
其
住
纔
二
三
年
。
古
人
云
、
造
者
不
レ
居
。
誠
哉
斯
言
。
予
及
二
暮
歯
一
、
開
二
起
小
宅
一
。
取
二
諸
身
一
量
二
于
分
一
、
誠
奢
盛
也
。
上
畏
二
于
天
一
、
下
愧
二
于
人
一
。
亦
猶
下
行
人
之
造
二
旅
宿
一
、
老
蚕
之
成
中
独
繭
上
矣
。
其
住
幾
時
乎
。
嗟
乎
、聖
賢
之
造
レ
家
也
、不
レ
費
レ
民
、
不
レ
労
レ
鬼
。
以
二
仁
義
一
為
二
棟
梁
一
、
以
二
礼
法
一
為
二
柱
礎
一
、
以
二
道
徳
一
為
二
門
戸
一
、
以
二
慈
愛
一
為
二
垣
墻
一
、
以
二
好
倹
一
為
二
家
事
一
、
以
二
積
善
一
為
二
家
資
一
。
居
二
其
中
一
者
、
火
不
レ
能
レ
焼
、
風
不
レ
能
レ
倒
、
妖
不
レ
得
レ
呈
、
災
不
レ
得
レ
来
、
鬼
神
不
レ
可
レ
窺
、
盗
賊
不
レ
可
レ
犯
。
其
家
自
富
、
其
主
是
寿
。
官
位
永
保
、
子
孫
相
承
。
可
レ
不
レ
慎
乎
。
天
元
五
載
孟
冬
十
月
、
家
主
保
胤
、
自
作
自
書
。
応おう
和わ
よ
り
以この
来かた
、
世せ
人じん
好
み
て
豊ほう
屋をく
峻しゅん
宇う
を
起た
て
殆
ほ
と
ほ
と
節せつ
を
山
に
し
梲せつ
に
藻ゑが
く
に
至
る
。
そ
の
費つひえは
巨きょ
千せん
万ばん
に
且
な
ん
な
んと
し
、
そ
の
住
む
こ
と
纔わづ
か
に
二
三
年
な
り
。
古
人
云
く
、「
造つく
れ
る
者
は
居を
ら
ず
」
と
い
へ
り
。
誠まことな
る
か
な
こ
の
言げん
。
予われ
暮ぼ
歯し
に
及
び
て
、
小
宅
を
開
き
起た
つ
。
こ
れ
を
身
に
取
り
分
に
量はか
る
に
、
誠
に
奢しゃ
盛せい
な
り
。
上かみ
は
天
を
畏おそ
れ
、
下しも
は
人
に
愧は
づ
。
ま
た
な
ほ
行かう
人じん
の
旅しょ
宿しゅ
くを
造
り
、老らう
蚕さん
の
独とく
繭けん
を
成
す
が
ご
と
し
。
そ
の
住
ま
ふ
こ
と
幾いく
時とき
ぞ
。
あ
あ
、
聖せい
賢けん
の
家
を
造
る
、
民たみ
を
費つひやさ
ず
、
鬼き
を
労
せ
ず
。
仁じん
義ぎ
を
以
て
棟とう
梁りゃ
うと
為
し
、
礼れい
法はふ
を
以
て
柱
ち
ゅ
う
礎そ
と
為
し
、
道たう
徳とく
を
以
て
門もん
戸こ
と
為
し
、
慈じ
愛あい
を
以
て
垣ゑん
墻しゃ
うと
為
し
、
好かう
倹けん
を
以
て
家か
事し
と
為
し
、
積せき
善せん
を
以
て
家か
資し
と
為
す
。
そ
の
中
に
居
る
者
は
、
火
も
焼
く
こ
と
能あた
は
ず
、
風
も
倒
す
こ
と
能
は
ず
、
妖えう
も
呈あらはる
る
こ
と
を
得
ず
、
災
わ
ざ
は
ひも
来きた
る
こ
と
を
得
ず
、
鬼き
神しん
も
窺うかがふ
べ
か
ら
ず
、
盗たう
賊ぞく
も
犯をか
す
べ
か
ら
ず
。
そ
の
家
自おの
づ
か
ら
富
み
、
そ
の
主あるじは
こ
れ
寿いの
ち
な
がし
。
官
位
永
く
保たも
ち
、子
孫
相あひ
承う
く
。
慎つつしま
ざ
る
べ
け
ん
や
。
平
安
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一
一
天てん
元げん
五ご
載さい
孟まう
冬とう
十
月
、
家
主
保やす
胤たね
、
自みづから
作
り
自
ら
書
け
り
。
先
ず
第
一
段
で
は
、
西
京
（
右
京
）
の
荒
廃
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
保
胤
自
身
が
約
二
〇
年
間
に
わ
た
り
東
西
両
京
の
様
子
を
見
続
け
て
き
た
結
果
、
西
京
に
お
い
て
は
人
家
は
稀
に
な
っ
て
、
ほ
ん
と
ど
幽
墟
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
人
が
去
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
移
住
し
て
く
る
こ
と
は
な
く
、
家
屋
も
壊
れ
る
ま
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
る
。
世
間
を
逃
れ
避
け
て
ひ
っ
そ
り
と
隠
れ
住
ん
だ
り
、
官
職
を
辞
め
て
農
業
に
従
事
す
る
者
は
居
続
け
て
い
る
が
、
財
貨
を
蓄
え
て
、
仕
事
熱
心
な
者
は
一
日
と
い
え
ど
も
住
む
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
、
往
年
に
は
一
つ
の
東
閣
が
あ
っ
た
が
、
主
人
の
失
脚
に
よ
り
、
屋
舎
が
焼
け
て
も
修
理
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
子
孫
で
さ
え
住
む
こ
と
は
な
く
、
荒
廃
に
任
せ
た
結
果
、
狐
狸
の
住
居
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
述
べ
る
。
最
後
に
、
こ
れ
は
天
に
よ
っ
て
西
京
が
滅
ぼ
さ
れ
よ
う
と
し
て
る
の
で
あ
り
、
人
の
罪
で
は
な
い
と
締
め
括
っ
て
い
る
。
次
に
第
二
段
に
お
い
て
は
、
第
一
段
を
受
け
、
西
京
の
衰
退
に
対
す
る
東
京
（
左
京
）
の
殷
賑
を
述
べ
る
。
特
に
四
条
以
北
の
乾
（
北
西
）
と
艮
（
東
北
）
の
二
つ
の
方
角
に
人
家
が
集
中
し
て
い
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
、権
勢
の
あ
る
家
が
広
大
な
邸
宅
を
構
え
る
の
に
対
し
て
、
貧
者
は
軒
を
接
し
て
集
住
し
て
い
る
こ
と
を
様
々
な
例
を
挙
げ
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
富
者
が
貧
者
の
土
地
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
段
で
、
鴨
川
べ
り
や
北
野
な
ど
、
住
民
の
都
の
東
北
部
へ
の
移
住
に
関
す
る
状
況
を
概
観
し
て
お
り
、
特
に
鴨
川
の
西
地
域
に
お
け
る
田
畑
の
耕
作
に
つ
い
て
格
文
、
す
な
わ
ち
『
類
聚
三
代
格
』
所
収
の
太
政
官
符
を
参
考
と
し
て
、
本
来
崇
親
院
に
の
み
耕
作
が
許
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
耕
作
が
行
わ
れ
て
お
り
水
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
第
四
段
で
自
ら
の
池
亭
の
構
造
と
景
観
を
述
べ
る
。
地
価
の
高
騰
に
よ
り
四
条
辺
り
で
は
な
く
、六
条
以
北
に
方
一
〇
余
畝
の
荒
れ
地
を
購
入
し
、
築
山
を
造
り
池
を
掘
り
、
池
の
西
に
阿
弥
陀
堂
を
造
り
、
東
に
書
庫
を
、
北
に
住
居
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し
て
い
る
様
子
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
五
段
で
作
者
自
身
の
生
活
態
度
を
自
ら
語
り
、
最
後
に
第
六
段
で
は
理
想
の
住
居
論
が
書
か
れ
て
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
特
に
第
六
段
で
「
応
和
よ
り
以
来
、
世
人
好
み
て
豊
屋
峻
宇
を
起
て
殆
節
を
山
に
し
梲
に
藻
く
に
至
る
」
と
し
て
、
応
和
年
間
（
九
六
一
〜
九
六
四
年
）
を
一
つ
の
画
期
と
み
て
い
る
。
こ
の
中
で
平
安
京
の
右
京
に
付
い
て
重
要
な
変
化
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
第
一
段
で
あ
る
が
、
作
者
で
あ
る
保
胤
が
「
二
十
余
年
以
来
、
東
西
二
京
を
歴
見
」
し
た
総
論
的
な
内
容
と
し
て
記
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
西
京
は
人
家
漸
く
稀
に
し
て
、
殆
幽
墟
に
幾
し
。
人
は
去
る
こ
と
有
り
て
来
る
こ
と
な
し
、
屋
は
壊
る
る
こ
と
有
り
て
造
る
こ
と
な
し
」
と
左
京
の
衰
亡
の
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、「
往
年
一
つ
の
東
閣
有
り
。
華
堂
朱
戸
、
竹
樹
泉
石
、
誠
に
こ
れ
象
外
の
勝
地
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
一
二
な
り
。
主
人
事
有
り
て
左
転
せ
ら
れ
、屋
舎
火
有
り
て
自
づ
か
ら
焼
け
ぬ
。
そ
の
門
客
の
近
地
に
居
る
者
数
十
家
、
相
率
ゐ
て
去
り
ぬ
。
そ
の
後
主
人
帰
る
と
い
へ
ど
も
、
重
ね
て
修
は
ず
。
子
孫
多
し
と
い
へ
ど
も
、
永
く
住
ま
は
ず
。
荊
棘
門
を
鎖
し
、
狐
狸
穴
に
安
ん
ず
」
と
、
敢
え
て
名
を
記
さ
な
い
ま
ま
に
「
主
人
」
と
あ
る
人
物
の
没
落
に
よ
る
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。こ
こ
に
み
え
る
「
主
人
」
と
は
源
高
明
の
こ
と
で
あ
り
、『
日
本
紀
略
』
後
篇
五
安
和
二
年
（
九
六
九
）
三
月
二
五
日
条
に
、
廿
五
日
壬
寅
。
以
二
左
大
臣
兼
左
近
衛
大
将
源
高
明
一
。
為
二
大
宰
員
外
帥
一
。
以
二
右
大
臣
藤
原
師
尹
一
為
二
左
大
臣
一
。
以
二
大
納
言
同
在
衡
一
為
二
右
大
臣
一
。
左
馬
助
源
満
仲
。
前
武
蔵
介
藤
原
善
時
等
。
密
告
二
中
務
少
輔
源
連
。
橘
繁
延
等
謀
反
由
一
。
仍
右
大
臣
以
下
諸
卿
忽
以
参
入
。
被
レ
行
二
諸
陣
三
寮
警
固
々
関
等
事
一
。
令
下
二
参
議
文
範
一
。
遣
中
密
告
文
於
太
政
大
臣
職
曹
司
上
。
諸
門
禁
二
出
入
一
。
検
非
違
使
捕
二
進
前
相
模
介
藤
原
千
晴
。
男
久
頼
。
及
随
兵
等
一
禁
獄
。
又
召
二
内
記
一
有
二
勅
符
木
契
等
事
一
。
禁
中
騒
動
。
殆
如
二
天
慶
之
大
乱
一
。
と
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
安
和
の
変
に
連
坐
し
て
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
書
安
和
二
年
四
月
一
日
条
に
は
「
午
刻
。
員
外
帥
西
宮
家
焼
亡
。
所
レ
残
雑
舎
両
三
也
」
と
み
え
、
左
遷
直
後
に
高
明
邸
が
焼
亡
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
四
月
二
〇
日
条
に
は
、
廿
日
己
酉
。
賀
茂
祭
。
今
日
。
大
宰
権
帥
源
朝
臣
高
明
自
二
大
宰
府
一
上
洛
。
著
二
葛
野
別
屋
一
。
と
、
高
明
は
大
宰
府
よ
り
都
へ
戻
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
西
京
の
邸
宅
に
は
戻
ら
ず
「
葛
野
別
屋
」
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
『
日
本
紀
略
』
に
み
え
る
高
明
に
関
す
る
一
連
の
記
事
は
、「
池
亭
記
」
の
内
容
と
合
致
し
、
保
胤
は
事
実
に
基
づ
い
て
記
述
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
付
け
加
え
る
な
ら
ば
同
じ
よ
う
に
第
三
段
の
「
崇
親
院
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
も
『
類
聚
三
代
格
』
巻
八
所
収
の
昌
泰
四
年
（
九
〇
一
）
四
月
五
日
付
太
政
官
符
（
7
）に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、「
竊
か
に
格
文
を
見
」
た
と
い
う
内
容
が
事
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
「
池
亭
記
」
に
は
、
事
実
に
基
づ
く
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
は
信
頼
が
置
け
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
敢
え
て
事
実
に
基
づ
く
内
容
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
文
章
を
真
に
迫
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
修
飾
を
加
え
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
池
亭
記
」
に
敢
え
て
「
東
西
二
京
」
の
盛
衰
を
記
す
の
は
、
慶
滋
保
胤
が
邸
宅
を
左
京
す
な
わ
ち
東
京
に
購
入
し
た
と
い
う
の
も
そ
の
理
由
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
条
以
北
の
土
地
で
は
な
く
六
条
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
衰
亡
し
て
い
る
西
京
で
は
な
く
東
京
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
第
一
段
が
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
平
安
京
の
変
質　
　
牧　
　
伸
行 
一
三
二　
東
市
と
西
市
先
に
見
た
よ
う
に
慶
滋
保
胤
は
右
京
（
西
京
）
の
衰
退
に
つ
い
て
「
天
の
西
京
を
亡
ぼ
す
な
り
、
人
の
罪
に
非
ざ
る
こ
と
明
ら
か
な
り
」
と
天
意
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
天
意
と
言
い
切
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
平
安
京
で
は
、
左
右
両
京
の
そ
れ
ぞ
れ
左
京
七
条
坊
門
南
・
七
条
北
・
大
宮
東
・
堀
川
西
に
東
市
が
、
右
京
七
条
坊
門
南
・
七
条
北
・
大
宮
西
に
西
市
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
市
は
平
安
京
に
限
ら
ず
平
城
京
以
来
、
左
右
京
に
は
そ
れ
ぞ
れ
市
、
東
市
と
西
市
が
置
か
れ
て
い
た
。
平
城
京
の
場
合
も
京
域
の
南
方
に
東
市
・
西
市
が
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
藤
原
不
比
等
が
、
豪
族
た
ち
の
経
済
活
動
が
活
発
に
な
る
の
を
喜
ば
ず
、
中
国
的
な
律
令
体
制
の
も
と
で
、
豪
族
を
官
僚
制
の
枠
組
み
の
中
に
閉
じ
こ
め
た
い
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
経
済
と
政
治
・
行
政
の
分
離
を
形
で
示
す
た
め
に
市
の
場
所
が
設
定
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
8
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
物
資
を
運
搬
す
る
堀
川
、
平
城
京
の
場
合
で
は
佐
保
川
と
秋
篠
川
の
流
路
が
重
要
で
あ
り
、
京
の
左
右
対
称
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
そ
の
二
つ
の
堀
川
が
同
じ
よ
う
な
場
所
を
通
る
位
置
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
池
亭
記
」
に
お
い
て
は
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、東
市
と
西
市
と
の
違
い
が
左
京
と
右
京
の
盛
衰
に
も
大
い
に
関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。東
市
と
西
市
は
同
時
に
売
買
が
行
わ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
『
延
喜
式
』
巻
四
十
二
東
西
市
司
式
集
東
西
市
条
に
、
凡
毎
月
十
五
日
以
前
集
二
東
市
一
。
十
六
日
以
後
集
二
西
市
一
。
と
あ
り
、
毎
月
の
前
半
の
一
五
日
ま
で
は
東
市
で
、
一
六
日
以
降
の
後
半
に
は
西
市
お
い
て
交
易
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
取
り
扱
う
品
物
に
つ
い
て
も
や
は
り
『
延
喜
式
』
の
東
西
市
司
式
の
東
廛
条
（
9
）と
西
廛
条
（
10
）に
詳
細
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
廛
数
は
異
な
る
も
の
の
一
応
は
公
平
を
期
す
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
平
安
京
の
東
西
の
市
に
つ
い
て
興
味
深
い
記
事
が
『
続
日
本
後
紀
』
巻
一
二
承
和
九
年
（
八
四
二
）
一
〇
月
庚
辰
（
二
〇
日
）
条
に
み
え
る
。庚
辰
。
西
市
司
言
。
依
二
承
和
二
年
九
月
符
旨
一
。
錦
綾
。
絹
。
調
布
。
糸
。
綿
。
紵
。
染
物
。
縫
衣
。
続
麻
。
針
。
櫛
。
染
革
。
帯
幡
。
油
。
土
器
。
絹
冠
。
牛
厘
等
類
興
二
販
於
西
市
一
。
而
東
市
司
論
云
。
検
二
承
和
七
年
四
月
符
一
。
依
二
弘
仁
十
一
年
四
月
式
一
。
件
等
色
物
。
兩
市
共
可
二
興
販
一
。
不
レ
可
二
更
度
一
。
今
百
姓
悉
遷
二
於
東
一
。
交
二
易
件
物
一
。
市
廛
既
空
。
公
事
闕
怠
者
。
去
承
和
二
年
彼
此
中
折
。
施
行
既
訖
。
而
承
和
七
年
四
月
班
レ
式
之
日
。
遺
漏
不
レ
改
。
勅
。
宜
レ
依
二
前
格
一
。
不
レ
可
レ
據
レ
式
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
す
で
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
11
）が
、
そ
れ
を
参
考
に
考
察
を
加
え
て
み
る
と
、
内
容
的
に
は
西
市
司
に
よ
る
訴
え
に
よ
っ
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
一
四
て
式
の
無
効
が
承
認
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
訴
え
と
は
、
承
和
二
年
（
八
三
五
）
の
太
政
官
符
に
よ
っ
て
「
錦
綾
。
絹
。
調
布
。
絲
。
綿
。
紵
。
染
物
。
縫
衣
。
続　
麻
。
針
。
櫛
。
染
革
。
帯
幡
。
油
。
土
器
。
絹
冠
。
牛
厘
等
」
と
い
っ
た
種
類
の
物
品
は
本
来
西
市
に
お
い
て
興
販
が
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
市
司
は
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
九
月
の
太
政
官
符
を
も
と
に
、
弘
仁
一
一
年
（
八
二
〇
）四
月
の
式
に
よ
っ
て
西
市
司
の
訴
え
て
い
る
物
品
に
つ
い
て
両
市
で
興
販
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
西
市
が
挙
げ
て
い
る
承
和
二
年
九
月
太
政
官
符
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
各
市
の
専
売
品
に
関
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
東
市
司
の
い
う
「
検
二
承
和
七
年
四
月
符
一
。
依
二
弘
仁
十
一
年
四
月
式
一
」
と
あ
る
弘
仁
一
一
年
（
八
二
〇
）
四
月
の
式
と
は
『
弘
仁
式
』
の
こ
と
で
あ
り
、
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
四
月
符
は
『
類
聚
三
代
格
』
巻
第
一
七
「
文
書
并
印
事
」
所
収
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
四
月
二
三
日
太
政
官
符
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
挙
げ
る
と
、
太
政
官
符
　
頒
下
行
改
二
正
遺
漏
紕
繆
一
格
式
上
事
右
検
二
案
内
一
。
太
政
官
去
天
長
七
年
閏
十
二
月
七
日
下
二
諸
司
一
符
。
太
政
官
去
十
一
月
十
七
日
符
。
被
二
左
近
衛
大
将
従
三
位
兼
守
大
納
言
清
原
真
人
夏
野
宣
一
。
奉
レ
勅
。
律
令
之
興
。
盖
始
二
大
宝
一
。
懲
粛
既
具
。
勤
誡
亦
甄
。
然
律
令
之
典
。
上
挙
二
大
綱
一
。
至
二
於
体
履
相
須
一
事
。
猶
闕
如
。
論
二
之
政
術
一
。
固
有
レ
未
レ
周
。
因
レ
茲
修
二
格
式
一
以
備
二
闕
違
一
。
宜
下
施
二
之
内
外
一
。
尽
使
中
遵
行
上
者
。
若
有
下
与
二
格
式
一
相
紕
繆
及
遺
漏
上
者
。
亦
宜
二
具
録
申
一
者
。
被
二
中
納
言
従
三
位
兼
行
中
務
卿
直
世
王
宣
一
。
奉
レ
勅
。
修
撰
之
後
。
改
張
諸
事
。
宜
三
来
年
二
月
以
前
悉
令
二
申
訖
一
。
紕
繆
遺
漏
等
亦
准
レ
此
。
如
有
二
疎
略
及
過
一
レ
期
者
。
依
レ
法
科
処
。
不
二
曾
寛
宥
一
者
。
今
被
二
右
大
臣
宣
一
。
奉
レ
勅
。
採
二
拾
新
修
一
。
以
補
二
闕
漏
一
。
討
二
覈
故
実
一
。
以
正
二
紕
繆
一
。
筆
削
功
成
。
撰
録
周
備
。
宜
二
早
速
施
行
一
。
　
　
承
和
七
年
四
月
廿
三
日
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
格
式
」
は
『
弘
仁
格
式
』
の
こ
と
で
あ
り
、
『
弘
仁
格
式
』
に
は
遺
漏
や
紕
繆
が
多
く
、天
長
七
年
（
八
三
〇
）
に
改
正
さ
れ
た
が
そ
れ
で
も
不
備
が
あ
っ
た
た
め
、
更
に
承
和
七
年
に
「
遺
漏
紕
繆
」
を
改
正
し
て
頒
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
弘
仁
式
』
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
物
品
に
つ
い
て
、
西
市
司
が
異
議
を
申
し
立
て
た
結
果
、
そ
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
て
改
め
て
承
和
二
年
太
政
官
符
に
従
っ
て
西
市
の
専
売
品
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
に
挙
げ
た
『
延
喜
式
』
の
東
廛
条
と
西
廛
条
を
み
る
と
、
承
和
九
年
（
八
四
二
）
に
西
市
の
専
売
と
な
っ
た
物
の
う
ち
糸
・
紵
・
縫
衣
・
針
・
櫛
・
染
革
・
油
の
七
種
が
東
市
で
も
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
東
平
安
京
の
変
質　
　
牧　
　
伸
行 
一
五
西
両
市
の
共
通
物
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い
が
、
西
市
の
専
売
と
は
な
っ
た
も
の
の
東
市
に
お
い
て
も
需
要
が
あ
っ
た
た
め
に
済
し
崩
し
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
が
『
延
喜
式
』
の
規
定
へ
と
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
承
和
九
年
（
八
四
二
）
一
〇
月
庚
辰
（
二
〇
日
）
条
で
注
目
さ
れ
る
の
は
東
市
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
の
中
の
「
今
百
姓
悉
遷
二
於
東
一
。
交
二
易
件
物
一
。
市
廛
既
空
。
公
事
闕
怠
者
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
承
和
九
年
段
階
の
九
世
紀
中
頃
に
は
既
に
西
市
す
な
わ
ち
右
京
の
住
民
が
減
少
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
何
故
早
い
段
階
で
右
京
の
衰
退
と
い
う
現
象
が
生
じ
た
の
か
を
考
え
る
と
、
や
は
り
地
形
的
な
要
因
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
。
三　
葛
野
川
の
治
水
と
右
京
平
安
京
に
お
け
る
自
然
災
害
等
に
つ
い
て
は
、
飢
饉
の
発
生
や
洪
水
対
策
、
疫
病
の
流
行
、
地
震
な
ど
に
つ
い
て
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
（
12
）。
そ
の
中
で
も
、
平
安
京
は
東
西
を
鴨
川
と
葛
野
川
（
桂
川
）
に
挟
ま
れ
た
地
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
治
水
に
つ
い
て
は
遷
都
以
来
の
一
つ
の
大
き
な
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
遷
都
後
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
そ
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
平
安
京
に
お
け
る
洪
水
等
に
関
す
る
記
録
は
六
国
史
だ
け
で
は
な
く
、
『
日
本
紀
略
』
や
あ
る
い
は
貴
族
の
日
記
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
、左
右
京
の
い
ず
れ
で
被
害
が
発
生
し
た
か
は
明
確
で
な
い
場
合
が
多
い
も
の
の
、
台
風
・
洪
水
の
記
録
は
延
暦
一
三
年
（
七
九
四
）
か
ら
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
ま
で
の
間
に
一
〇
四
例
残
さ
れ
て
い
る
（
13
）。
朝
廷
に
よ
る
治
水
に
関
す
る
例
と
し
て
は
防
鴨
河
所
（
使
）
と
防
葛
野
河
所
（
使
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
類
聚
三
代
格
』
巻
第
五
「
交
替
并
解
由
事
」
所
収
天
長
八
年
（
八
三
一
）
一
二
月
九
日
付
太
政
官
符
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
太
政
官
符
　
応
三
左
右
防
城
使
并
侍
従
厨
防
鴨
河
葛
野
河
両
所
五
位
以
下
別
当
四
年
遷
替
兼
責
二
解
由
一
事
右
太
政
官
去
天
長
元
年
六
月
十
九
日
下
二
民
部
省
一
符
。
参
議
左
大
弁
従
四
位
上
直
世
応
奏
状
。
侍
従
厨
并
防
鴨
河
葛
野
河
両
所
五
位
以
下
別
当
等
。
永
預
二
其
事
一
曾
無
二
交
替
一
。
縦
有
二
欠
損
一
何
以
拘
留
。
稽
二
之
公
途
一
理
不
レ
可
レ
然
。
望
請
。
自
今
以
後
、
限
二
三
箇
年
一
更
相
遷
替
。
付
二
官
物
一
即
責
二
解
由
一
。
伏
聴
二
天
裁
一
者
。
右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
依
レ
奏
者
。
今
被
二
大
納
言
正
三
位
兼
行
左
近
衛
大
将
民
部
卿
清
原
真
人
夏
野
宣
一
。
奉
レ
勅
。
三
年
之
歴
従
レ
事
迫
促
。
宜
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
一
六
下
自
今
以
後
以
二
四
箇
年
一
為
中
遷
替
期
上
。
左
右
防
城
使
同
准
レ
之
。
　
　
天
長
八
年
十
二
月
九
日
こ
れ
は
、
両
所
の
長
官
で
あ
る
別
当
の
任
期
を
三
年
か
ら
四
年
へ
と
改
め
た
内
容
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
天
長
元
年
（
八
二
四
）
段
階
で
の
こ
と
と
し
て
「
防
鴨
河
葛
野
両
所
」
と
あ
り
、
と
も
に
そ
の
名
称
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
鴨
川
と
葛
野
川
の
管
理
を
担
当
す
る
官
で
あ
り
、
創
設
時
期
は
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
遅
く
と
も
天
長
元
年
以
前
に
は
両
使
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、
両
所
は
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
三
月
に
は
廃
止
さ
れ
、
山
城
国
が
鴨
川
と
葛
野
川
の
管
理
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
（
14
）が
、「
防
鴨
河
所
」
は
そ
の
後
程
な
く
し
て
復
活
し
た
よ
う
で
、「
防
鴨
河
使
」
と
し
て
鴨
川
の
管
理
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
（
15
）。
こ
の
こ
と
は
、
葛
野
川
の
治
水
に
関
し
て
の
朝
廷
の
撤
退
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
葛
野
川
に
関
し
て
は
防
葛
野
河
所
が
設
置
さ
れ
る
以
前
か
ら
治
水
に
関
す
る
記
録
が
五
例
残
っ
て
い
る
。
初
見
は
延
暦
一
九
年
（
八
〇
〇
）
一
〇
月
に
山
城
・
大
和
な
ど
の
国
に
対
し
て
一
万
人
を
徴
発
し
、
葛
野
川
の
堤
を
修
理
さ
せ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
（
16
）。
残
る
四
例
は
平
城
朝
に
集
中
し
て
い
る
が
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
九
月
（
17
）、
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
一
一
月
（
18
）、
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
六
月
（
19
）お
よ
び
七
月
（
20
）で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
鴨
川
の
治
水
に
関
す
る
記
事
は
同
時
期
に
は
み
ら
れ
ず
、
平
安
時
代
初
期
に
は
鴨
川
よ
り
も
葛
野
川
に
対
す
る
治
水
事
業
に
朝
廷
が
力
を
尽
く
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
は
先
述
の
防
鴨
河
所
・
防
葛
野
河
所
の
設
置
に
至
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
防
鴨
河
使
だ
け
が
復
活
す
る
の
に
対
し
て
防
葛
野
河
所
が
そ
の
ま
ま
消
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
ず
、
葛
野
川
の
治
水
に
対
す
る
朝
廷
の
関
心
が
稀
薄
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
右
京
が
衰
退
し
始
め
て
い
る
兆
候
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
地
形
的
に
右
京
は
左
京
に
比
べ
て
低
湿
地
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
洪
水
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
西
市
に
近
接
し
て
い
た
西
堀
川
小
路
の
場
合
、
三
条
二
坊
で
は
堀
川
は
泥
土
層
と
砂
礫
層
が
交
互
に
堆
積
し
、
上
層
の
砂
礫
層
は
路
面
に
ま
で
達
す
る
な
ど
、
洪
水
で
一
気
に
埋
め
尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
状
況
が
確
認
で
き
、
出
土
物
か
ら
一
〇
世
紀
後
半
に
埋
も
れ
て
廃
絶
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
五
条
二
坊
で
は
や
は
り
一
〇
世
紀
後
半
以
後
に
西
側
に
川
が
氾
濫
し
て
川
幅
が
拡
が
っ
て
お
り
、
一
一
世
紀
後
半
に
は
西
堀
川
小
路
が
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
七
条
二
坊
に
お
け
る
川
の
堆
積
は
、
幾
層
に
も
互
層
に
な
っ
て
複
雑
に
重
な
り
合
っ
て
お
り
、
川
幅
は
二
二
メ
ー
ト
ル
以
上
で
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
度
重
な
る
氾
濫
の
結
果
が
見
出
さ
れ
て
い
る
（
21
）。
さ
ら
に
、
西
堀
川
に
つ
い
て
、
平
安
中
期
に
は
土
砂
に
埋
ま
り
、
あ
ふ
れ
出
た
水
が
西
堀
川
の
二
本
西
側
の
道
祖
大
路
に
流
れ
込
み
、勘
解
由
小
路
以
南
の
道
祖
大
路
は
道
祖
川
に
変
貌
し
、
平
安
後
期
に
は
西
堀
川
小
路
と
道
祖
大
路
の
間
の
野
寺
小
路
に
も
流
路
を
形
成
し
、
野
寺
川
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
22
）。
平
安
京
の
変
質　
　
牧　
　
伸
行 
一
七
以
上
の
よ
う
に
、
西
堀
川
に
関
し
て
は
文
献
上
明
確
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
と
も
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
一
〇
世
紀
後
半
以
降
の
そ
の
氾
濫
の
様
子
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
京
内
の
西
堀
川
の
氾
濫
は
、
平
安
京
の
西
郊
を
流
れ
る
葛
野
川
の
治
水
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
朝
廷
に
無
力
感
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
低
湿
地
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
の
西
堀
川
の
氾
濫
は
自
然
条
件
に
対
す
る
人
間
の
無
力
感
を
一
層
に
痛
感
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
防
葛
野
川
所
が
廃
止
後
に
、
防
鴨
河
使
の
よ
う
に
復
活
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
右
京
が
衰
退
を
始
め
た
と
推
測
で
き
る
九
世
紀
中
頃
と
時
期
は
ず
れ
る
も
の
の
、
西
堀
川
の
氾
濫
が
右
京
の
衰
退
に
拍
車
を
掛
け
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
平
安
京
の
変
質
、
特
に
右
京
の
衰
亡
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
万
代
の
宮
と
し
て
建
設
さ
れ
た
平
安
京
で
あ
る
が
、
そ
の
発
展
は
都
の
西
と
東
で
は
大
い
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
平
安
京
に
お
け
る
左
京
へ
の
人
の
移
動
は
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
み
ら
れ
、
右
京
の
衰
亡
に
は
地
理
的
条
件
が
大
い
に
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、や
は
り
慶
滋
保
胤
の
い
う「
天
意
」
は
大
い
に
傾
聴
に
値
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
に
地
理
的
条
件
で
あ
る
と
か
「
天
意
」
と
い
う
言
葉
で
片
付
け
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
は
少
々
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
、
右
京
に
あ
た
る
太
秦
地
域
な
ど
は
、
古
く
か
ら
秦
氏
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
単
に
地
形
的
に
湿
地
で
あ
り
開
発
が
遅
れ
た
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
ず
、
地
理
的
要
因
以
外
に
も
何
ら
か
の
障
害
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
り
後
考
を
期
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
註（
1
） 
『
日
本
紀
略
』
前
編
一
三
延
暦
一
二
年
（
七
九
三
）
正
月
甲
午
（
一
五
日
）
条
 
 
　
  
甲
午
。
遣
下
二
大
納
言
藤
原
小
黒
麿
。
左
大
弁
紀
古
佐
美
等
一
。
相
中
山
背
国
葛
野
郡
宇
太
村
之
地
上
。
為
二
遷
都
一
也
。
（
2
） 
『
続
日
本
紀
』
巻
卅
八
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
五
月
丙
戌
（
一
六
日
）
条
に
「
丙
戌
。
勅
遣
二
中
納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
小
黒
麻
呂
。
從
三
位
藤
原
朝
臣
種
継
。
左
大
弁
従
三
位
佐
伯
宿
祢
今
毛
人
。
参
議
近
衛
中
將
正
四
位
上
紀
朝
臣
船
守
。
参
議
神
祇
伯
従
四
位
上
大
中
臣
朝
臣
子
老
。
右
衛
士
督
正
四
位
上
坂
上
大
忌
寸
苅
田
麻
呂
。
衛
門
督
従
四
位
上
佐
伯
宿
祢
久
良
麻
呂
。
陰
陽
助
外
従
五
位
下
船
連
田
口
等
於
山
背
国
一
。
相
二
乙
訓
郡
長
岡
村
之
地
一
。
爲
二
遷
都
一
也
」
と
遷
都
の
た
め
の
相
地
使
が
山
背
国
の
長
岡
村
へ
派
遣
さ
れ
、
同
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
一
一
月
戊
申
（
一
一
日
）
条
に
「
戊
申
。
天
皇
移
二
幸
長
岡
宮
一
」
と
桓
武
天
皇
が
天
皇
が
移
幸
す
る
こ
と
に
よ
り
長
岡
京
遷
都
が
行
わ
れ
て
い
る
。
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
一
八
（
3
） 
『
日
本
紀
略
』
前
編
一
三
延
暦
一
三
年
（
七
九
四
）
一
〇
月
丁
卯
（
二
八
日
）
条
 
　
　
  
丁
卯
。（
中
略
）
遷
レ
都
。
詔
曰
。
云
々
。
葛
野
〈
乃
〉
大
宮
地
者
。
山
川
〈
毛
〉
麗
〈
久
〉。
四
方
国
〈
乃
〉
百
姓
〈
毛
〉
参
出
来
事
〈
毛
〉
便
〈
之
弖
〉
云
々
。
（
4
） 
『
日
本
紀
略
』
前
篇
一
三
延
暦
一
三
年
（
七
九
四
）
一
一
月
丁
丑
（
八
日
）
条
 
 
　
  
丁
丑
。
詔
。
云
々
。
山
勢
実
合
二
前
聞
一
。
云
々
。
此
国
山
河
襟
帯
。
自
然
作
レ
城
。
因
二
斯
形
勝
一
。
可
レ
制
二
新
号
一
。
宜
下
改
二
山
背
国
一
。
為
中
山
城
国
上
。
又
子
来
之
民
。
謳
歌
之
輩
。
異
口
同
辞
。
号
曰
二
平
安
京
一
。
又
近
江
国
滋
賀
郡
古
津
者
。
先
帝
旧
都
。
今
接
二
輦
下
一
。
可
下
追
二
昔
号
一
改
称
中
大
津
上
。
云
々
。
（
5
） 
「
池
亭
記
」
の
本
文
及
び
読
み
下
し
に
つ
い
て
は
大
曾
根
章
介
・
金
原
理
・
後
藤
昭
雄
校
注
『
本
朝
文
粋
』（
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
27
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
る
。
（
6
） 
解
釈
に
関
し
て
は
前
掲
註
（
5
）
書
と
村
井
康
彦
「
慶
滋
保
胤
『
池
亭
記
』」（
村
井
康
彦
編
『
雅　
王
朝
の
原
像
』〈
京
の
歴
史
と
文
化
1　
長
岡
・
平
安
時
代
〉、
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）
を
参
考
と
し
た
。
（
7
） 
『
類
聚
三
代
格
』
巻
第
八
「
農
桑
事
」
所
収
昌
泰
四
年
（
九
〇
一
）
四
月
五
日
太
政
官
符
 
 
　
太
政
官
符
 
 
　
　
応
レ
聴
レ
耕
二
作
崇
親
院
所
領
地
五
町
一
事
 
 
　
　
　
在
二
山
城
国
愛
宕
郡
一
 
 
 　
 
右
得
二
彼
院
解
一
。
件
地
在
二
四
條
大
路
南
。
六
條
坊
門
小
路
北
。
鴨
河
堤
西
。
京
極
大
路
東
一
。
皆
是
依
二
省
符
并
公
験
一
売
買
人
居
之
処
也
。
去
貞
観
二
年
創
建
二
件
院
一
之
日
。
遷
二
立
彼
屋
舎
一
。
以
為
下
収
二
養
氏
女
一
之
房
室
上
也
。
其
中
有
二
大
泉
一
。
宜
二
於
漑
灌
一
。
仍
加
二
墾
闢
一
聊
殖
二
粳
稲
一
充
二
院
中
用
一
。
而
太
政
官
同
十
三
年
閏
八
月
十
四
日
下
二
山
城
国
一
符
。
鴨
河
堤
東
西
除
二
公
田
一
之
外
。
諸
家
所
二
耕
作
一
水
陸
田
皆
尽
禁
遏
無
二
復
令
一
レ
営
。
縦
雖
二
公
田
一
為
レ
堤
可
レ
成
レ
害
者
。
猶
復
莫
レ
令
二
耕
作
一
者
。
由
レ
是
頃
年
不
レ
耕
。
既
成
二
荒
地
一
。
今
検
下
太
政
官
去
寛
平
八
年
四
月
十
三
日
下
二
同
国
一
符
上
。
可
レ
聴
レ
耕
二
作
三
條
大
路
以
北
北
辺
以
南
水
陸
田
廿
二
町
百
九
十
五
歩
一
者
。
凡
所
三
以
制
二
堤
東
西
水
陸
田
一
者
。
為
下
完
二
堤
防
一
避
中
水
害
上
也
。
而
件
院
多
在
二
堤
西
一
。
去
レ
堤
五
六
段
。
池
水
饒
多
。
地
脈
卑
湿
。
不
レ
可
レ
成
二
堤
防
之
害
一
也
。
望
請
。
殊
給
二
公
使
一
先
被
二
実
検
一
。
若
無
二
堤
害
一
。
准
二
諸
家
并
百
姓
等
一
。
復
レ
旧
被
レ
聴
二
耕
作
一
。
謹
請
二
処
分
一
者
。
左
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
依
レ
請
。
 
 
　
　
　
昌
泰
四
年
四
月
五
日
（
8
） 
中
村
修
也
『
平
安
京
の
暮
ら
し
と
行
政
』（
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
10
、山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。
（
9
） 
『
延
喜
式
』
巻
四
十
二
東
西
市
司
式
東
廛
条
 
 
　
  
東
絁
廛　
羅
廛　
糸
廛　
錦
廛　
頭
廛　
巾
子
廛　
縫
衣
廛　
帶
廛　
紵
廛　
布
廛　
苧
廛　
木
綿
廛　
櫛
廛　
針
廛　
沓
廛　
菲
廛　
筆
廛　
墨
廛　
丹
廛　
珠
廛　
玉
廛　
藥
廛　
太
刀
廛　
弓
廛　
箭
廛　
兵
具
廛　
香
廛　
鞍
橋
廛　
鞍
褥
廛　
廛　
鐙
廛　
障
泥
廛　
鞦
廛　
鉄
并
金
器
廛　
漆
廛　
油
廛　
染
草
廛　
米
廛　
木
器
廛　
麥
廛　
塩
廛　
醤
廛　
索
餅
廛　
心
太
廛　
海
藻
廛　
菓
子
廛　
蒜
廛　
干
魚
廛　
馬
廛　
生
魚
廛　
海
菜
廛
 
　
右
五
十
一
廛
東
市
。
（
10
） 
『
延
喜
式
』
巻
四
十
二
東
西
市
司
式
西
廛
条
 
 
　
  
絹
廛　
錦
綾
廛　
糸
廛　
綿
廛　
紗
廛
橡　
帛
廛　
頭
廛　
縫
衣
廛　
裙
廛　
帯
幡
廛　
紵
廛　
調
布
廛　
麻
廛　
続
麻
廛　
櫛
廛　
針
廛　
菲
廛　
雑
染
廛　
蓑
笠
廛　
染
草
廛　
土
器
廛　
油
廛　
米
平
安
京
の
変
質　
　
牧　
　
伸
行 
一
九
廛　
塩
廛　
未
醤
廛　
索
餅
廛　
糖
廛　
心
太
廛　
海
藻
廛　
菓
子
廛　
干
魚
廛　
生
魚
廛　
牛
廛
 
 
　
　
　
右
卅
三
廛
西
市
。
（
11
） 
中
村
修
也
前
掲
註
（
8
）
著
書
。
（
12
） 
北
村
優
季
『
平
安
京
の
災
害
史　
都
市
の
危
機
と
再
生
』（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
３
４
５
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。
（
13
） 
北
村
優
季
前
掲
註
（
12
）
著
書
。
（
14
） 
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
六
「
山
野
藪
沢
江
河
池
沼
事
」
所
収
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
三
月
十
三
日
付
太
政
官
符
 
 
　
太
政
官
符
 
 
　
　
応
下
停
二
防
鴨
河
葛
野
河
両
使
一
中
国
司
上
事
 
 
　
  
右
件
等
河
頃
年
分
二
置
使
員
一
令
レ
加
二
修
防
一
。
而
或
数
年
積
功
一
時
招
レ
損
。
或
今
日
成
レ
労
明
朝
致
レ
破
。
空
費
二
公
粮
一
。
動
申
二
流
損
一
。
非
常
之
因
豈
如
レ
此
哉
。
右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
為
レ
政
之
道
最
随
二
権
宜
一
。
今
雖
レ
有
二
其
使
一
。
所
レ
成
猶
少
。
用
途
更
多
。
自
今
以
後
。
停
二
止
件
使
一
。
永
預
二
国
司
一
令
レ
修
二
造
之
一
者
。
須
三
守
従
四
位
下
紀
朝
臣
今
守
専
一
検
校
勤
存
二
公
平
一
。
既
被
二
委
付
一
。
不
レ
得
二
怠
慢
一
。
 
 
　
　
貞
観
三
年
三
月
十
三
日
（
15
） 
渡
辺
直
彦
「
防
鴨
河
使
の
研
究
」（
同
『
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
考
察
』
増
補
版
所
収
、
吉
川　
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）。
（
16
） 
『
日
本
紀
略
』
前
篇
一
三
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
十
月
己
巳
（
四
日
）
条
 
 
　
  
己
巳
。
発
二
山
城
。
大
和
。
河
内
。
摂
津
。
近
江
。
丹
波
等
諸
国
民
一
万
人
一
。
以
修
二
葛
野
川
隄
一
。
（
17
） 
『
日
本
後
紀
』
巻
十
四
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
九
月
癸
巳
（
四
日
）
条
 
 
　
  
九
月
癸
巳
。
勅
。
水
之
浸
損
。
積
レ
微
為
レ
害
。
属
二
于
小
決
一
。
功
在
二
一
簣
一
。
而
无
二
人
監
修
一
。
致
二
此
多
壊
一
。
宜
下
衛
門
衛
士
府
専
二
当
左
右
京
堤
溝
一
。
勤
加
中
修
補
上
。
（
18
） 
『
日
本
紀
略
』
前
篇
一
三
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
一
一
月
庚
子
（
一
七
日
）
条
 
 
　
庚
子
。
令
レ
修
二
造
大
井
一
。
（
19
） 
『
日
本
後
紀
』
巻
一
七
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
六
月
壬
申
（
二
一
日
）
条
 
 
　
  
壬
申
。（
中
略
）
是
日
。
令
下
二
有
品
親
王
并
諸
司
把
笏
者
一
進
中
役
夫
上
。
各
有
レ
差
。
為
レ
防
二
葛
野
河
一
也
。
（
20
） 
『
日
本
後
紀
』
巻
一
七
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
七
月
辛
丑
（
二
一
日
）
条
 
 
　
  
辛
丑
。（
中
略
）
是
日
。
令
下
二
内
親
王
及
命
婦
一
進
中
堀
二
葛
野
川
一
役
夫
上
。
各
有
レ
差
。
（
21
） 
永
田
信
一
「﹇
検
証
﹈
地
下
の
都
千
二
百
年　
発
掘
調
査
が
明
か
す
平
安
京
の
構
造
」（
村
井
康
彦
編『
雅
王
朝
の
原
像
』〈
京
の
歴
史
と
文
化
1　
長
岡
・
平
安
時
代
〉、
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）
（
22
） 
中
村
修
也
前
掲
註
（
8
）
著
書
。
（
マ
キ　
ノ
ブ
ユ
キ　
嘱
託
研
究
員
）

